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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２４年２月２３日金発行
通巻第３０４２号��
２月２３日
●３クラブ合同例会

３月１日
●通常例会

３月８日
●通常例会

今

週　

来　
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2023 - 2024 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.クラブの戦略計画を打ち立て、会員増強を実現しよう
2.ポリオデーに参加しよう
3.地域に根ざした青年奉仕を充実させよう
4.オンリーワンチャレンジを見つけよう

重点項目
女性会員比率１０％達成
ローターアクトの推進
心の健康（メンタルヘルス）づくりを目指す

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■ファイヤーサイドミーティング (炉辺会 )

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8100
●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/

■ロータリーソング【奉仕の理想】
■会長挨拶【三栖会長】

　皆さんおばんです。クラッセさん
でこういった形の夜間例会というを
私もあんまり記憶はないんですよ
ね。期末とかそういう時にはやりま
すけれども、後から桂親睦委員長の
方からファイヤーミーティングの趣
旨説明はあるとは思いますが、お酒
を取りながら少しこれからの南クラ
ブとしての方向性なりを探り出した
いなという新しい試みなので、皆さ

んその辺闊達なご意見をお願いします。
　先ほど中山例会委員長と話していたんですけど、若干
ちょっと若い人が足りないから、これは私たち執行部の
責任かなと思ってます。今日は一つよろしくお願いいた
します。
■米山奨学生　陳　秋梅さんへ奨学金贈与

　学校の方では、皆様からの寄付のお
かげで私の研究データが順調に収集さ
れて、２月頭ぐらいに重ねて添削した
論文をようやく出しました。次に、就
活ではこの前内定をもらった観光会社
に１日インターンシップに行きまし
た。分からないことが多いですが頑張
るしかないです。
　最後ですが、４月から社会人になる

前に今までの暇な時間を利用して日本で行ったことがな
いところに旅行に行きたいと思います。以上になります
が、引き続きよろしくお願いいたします。
■趣旨説明【桂会員親睦委員長】
　本日はファイヤーサイドミーティングということで、
炉辺会という形になります。もう皆さんベテランが多い
ので、炉辺会っていうのは大体分かると思うんですけど
も、村の長老が囲炉裏を囲みながら、若い衆に村のいろ
いろなことをお話をして、そこでいろいろな伝統を受け
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継いでいくという非常に重要な会
合というのがこの炉辺会という形
になります。
　私も RLI に出席したら結構他の
クラブはこの炉辺会っていうのを
やっているんですよね。私が入会
した１０年前ぐらいにしていただ
いた記憶があります。ただ、コロ
ナがあって、いろんな部分で最近、
そういったのが少しずつ少なく

なったということで、何かできないかということで、三
栖会長の方から是非炉辺会をやりたい、大勢でわいわい
お酒を飲みながら色んなことを話したいなということで、
今回の開催に至っております。
　ただ、先程会長からもありました通りですね。肝心な
若い衆があまり出席が少ないということでですね。周り
を見てもですね。ベテランばっかりということでなかな
か難しいですけど、ちょっと毛色を変えまして RLI 方式
でですね。色々なグループミーティング的にやろうかと
いうことなりました。
　会合になると、アルコールが入っていないので口が
ちょっと固くなるんですけども、若干アルコール入って
口が軽くなるような形でクラブの現状ざっくばらんにお
酒を飲みながら少しお話をしていただきたいなと思いま
す。本日の長老役と言いますかですね。斎田会員にお願
いしてございます。
　まず、斎田会員から口火を切っていただいて、それを
肴に各テーブルでまたベテランの方に色々なお話を聞い
ていくという流れです。１部２部という形で、まず１部
は色々な会合、年齢や異なる会員同士とやりますけども、
ロータリー歴があっても年齢大して変わらないよって意
見が出ていたんで、その部分も含めてざっくばらんにお
話ししていただきたいなと思います。その後、これから
の小樽南ロータリークラブについてミーティングができ
ればなと思います。よろしくお願いいたします。



■ロータリーの歴史と心得についての講話
　【斎田会員】

私が小樽南ロータリークラブに入会したのは１９８５年、
水天宮の駒木宮司の強い推薦があったためです。入会当初
から、親睦委員会でサンタクロースを演じるなど、様々な
活動に携わりました。１９８６年から８７年の出席委員会
に配属され、そこで形成された親睦グループは、私にとっ
て大切なコミュニティでした。会員増強委員会では、佐藤
公亮委員長のもとで、クラブの適切な会員数を考慮しなが
ら、質の高い増強を目指しました。
クラブの創立は１９６０年２月５日に２２名のチャーター
メンバーによって行われ、その年には既に３７名の会員増
強がありました。私がクラブに入会した当時は、すでに創
立から２５年が経過しており、その間に多くの歴史が刻ま
れていました。私自身、入会以来３９年が経過し、来年で
４０年を迎えるにあたり、多くの変遷と成長を経験してき
ました。クラブにおける私の役割は多岐にわたり、親睦委
員会、出席委員会、会員増強委員会など、様々なポジショ
ンで貢献してきました。
私がクラブに入会した理由は、単に友人の勧めだけでなく、
当時 JC の現役理事長としての責任感と、地域社会に対する
献身的な活動への意欲からでした。小樽南ロータリークラ
ブ活動を通じて、多くの先輩後輩との交流の中で学び、成
長する機会を得ました。これらの経験は私にとってのロー
タリーの精神を形成する基盤となりました。
今回のファイヤーサイドミーティングで、私は皆さんとロー
タリークラブの心得や歴史について議論するために招かれ
ました。私たちのクラブの始まりから現在に至るまでの歴
史を振り返り、創立時のこと、その後の発展、そして今日
に至るまでの成長と、私たちがコミュニティにどのような
影響を与えてきたかを共有したいと思います。
資料には、小樽クラブ主導の下での出発点やチャーターメ
ンバーの情報が含まれており、これらは私たちのクラブが
現在に至るまでの道のりを物語っています。
私はこの話を通じて、ロータリークラブとは何を意味する
のか、私たちがどのように活動に取り組んできたのか、そ
してロータリーが私にとってどのような価値を持つのかを
表現したいと考えています。
３９年に及ぶ私のロータリーでの経験は、個々の活動を超えた
共有の価値をもたらしました。私の話は、それぞれのメンバー
が小樽南ロータリークラブに貢献することで、どのようにして
ロータリーの理念が生き続けるかを示す一例です。

私たちのクラブが過去に築いてきた基盤の上に、どのよう
にして新たな歴史を紡ぎ、未来に向けて貢献していくかを
皆さんと共有していきたいと思います。私たちの経験と伝
統は、これからのクラブのメンバーたちにとっての指針と
なるでしょう。
■グループミーティング
1テーブル ファシリテーター　桂
米山会員より卓話の後、グループミーティング

２テーブル　ファシリテーター　中山
福島会員より卓話の後、グループミーティング

3テーブル ファシリテーター　佐藤友美
見延会員より卓話の後、グループミーティング
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